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分析の考え方 4

分析方法：
• 検索的分析と探索的分析がある。
• 検索的分析は、あらかじめキーワードを設定する。設定する

キーワードが必要になる。
• 探索的分析は、キーワードを抽出する。抽出されたキーワー

ドの意味の理解が必要になる。
• 本研究では、探索的分析により特徴的なキーワードを抽出

する。
• また、本研究では検索的分析として、47種の災害対策業

務分類のフレームワークを用いて、教訓を分類する。

本研究の目的：
• 過去の災害の検証報告書を有効活用。
• 過去の災害の教訓を比較。
• 災害対策に活用する。
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報告書の中でどのような用語が着目されているのかを把握

関東大震災のキーワード分析（報告書 第二編）

• 対象とした文字数：220,528文字。
• 本文は、各章節、カッコ、aまでの見出

し単位。
• コラムも入れた212文章。
• キーワードの抽出は、２文字以上の文

字。ひらがなを除く。※キーワード数が
多くなるので解析の効率化のため。

章 節 校 カッコ a カッコ英語 ID抽出したキーワード数 本文

第２章 国の対応 第１節 内閣の対応 １ 当時の統治機構 1 15 94

内閣の対応について述べる前に、当時の統治機構について、簡単に解説しておく。以下は、主に伊藤

隆監修（1990）、秦郁彦編（2001）による。戒厳令については大江志乃夫（1978）も参照し

た。

第２章 国の対応 第１節 内閣の対応 １ 当時の統治機構 (1) 国政全般 2 141 964

大日本帝国憲法では、統治権の総攬者である天皇に、国政に関わる権限が集中していた。ただし、

立憲主義に基づき、天皇はそれぞれの権限ごとに設けられた諸機関の補佐を受けて権限を行使し、そ

の責任についてはそれぞれの機関が負う仕組みになっていた。すなわち、国務大臣からなる内閣が国

務（一般行政）について、貴族院（華族や、天皇が任命する議員などから構成される）と衆議院か

らなる帝国議会が立法・予算について、参謀本部と海軍軍令部が統帥（軍隊の指揮）について、

枢密院が重要な国務について、それぞれ天皇を補佐することになっていた。国務から統帥が独立してい

たことは、軍が内閣や議会の統制下にないことを意味し、昭和戦前期には軍の暴走を招くことになっ

た。このように戦前日本は、日本国憲法により国民主権の原則が確立され、国民の代表機関としての

国会が「国権の最高機関」とされている戦後日本と大きく異なる統治構造を持っていた。天皇及び天

皇を補佐して政策を事実上決定する政府・軍部の権限、つまり、国家権力が強く、国民の権利が制

限されていたのである。とはいえ、国家権力も一枚岩ではなかった。統帥権の独立が代表的であるが、

権限ごとに設けられた諸機関はそれぞれ独立対等の関係にあった。他の機関に優越し、国政全体を

統合するような機関は存在しなかった。なぜなら、そうした機関を公式に設けることは、明治国家の建

国理念である「天皇親政」に反するからである。そのため、内閣制度についても戦後のそれとは異なる。

内閣総理大臣は各大臣の首班としての地位しか与えられず、閣僚の任免権も持たなかった。各省大

臣は、その主任事務については単独で天皇を補佐（輔弼）した。国政全体を統合していくのが天皇

の役割であった。しかし、実際には天皇に責任を負わせないようにするためにも、天皇は積極的にそうし

た役割を果たすべきではないとされていた。よって、戦前日本は国家権力が強かったものの、その権力は

分立的性格を有していた。しかも、関東大震災当時についていえば、大正天皇は健康上の理由で執

務できず、天皇に代わり摂政として国政を担っていた皇太子裕仁親王（後の昭和天皇）もまだ22

歳という若さであった。こうした現代とは異なる制度的条件や時代状況を念頭に置いて、関東大震災

における内閣の対応を見ていく必要がある。

章 節 本文

0 2,000 4,000 6,000

コラム４ 共助が支えた救済

コラム８ 殺傷事件の検証

コラム２ 関東大震災の地方への避難民－群馬県の場合－

第４章 混乱による被害の拡大おわりに－関東大震災の応急対応における教訓－

コラム６ 「天災日記」に見る流言蜚語と戒厳令

第２章 国の対応第３節 警察の対応 ３ 社会との相互作用 (1) 自警団

コラム７ 「河井清方日記」に見る余震と流言

コラム１ 神田和泉町・佐久間町における住民による消火活動

第１章 消防と医療第２節 医療救護 １ 東京における医療救護について(3) 東京市における公私の救療活動

第３章 地域の対応第２節 横浜・神奈川での救援・救済対応３ 医療救護（救療）対応

第２章 国の対応第１節 内閣の対応３ 山本内閣の成立(2) 山本内閣の救護方針

第３章 地域の対応第３節 千葉県での対応 ２ 救護・警備活動(2) 安房郡の活動

第１章 消防と医療第３節 鉄道と電力の復旧１ 鉄道の復旧 (3) 長距離交通の復旧 ａ．鉄道省を中心とする鉄道の被害と復旧

第２章 国の対応第３節 警察の対応 １ 各警察組織の対応 (5) 組織間の情報伝達

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応１ 災害と軍隊(2) 災害時の軍隊の救護活動 ａ．軍隊の「災害出動」制度

第４章 混乱による被害の拡大第１節 流言蜚語と都市２ 流言蜚語の実態－警察に集約された記録を手がかりに－(2) 流言の発生と終熄

第３章 地域の対応第２節 横浜・神奈川での救援・救済対応２ 行政による救援・救済体制の確立

第４章 混乱による被害の拡大第１節 流言蜚語と都市２ 流言蜚語の実態－警察に集約された記録を手がかりに－(4) 流言の時間

第３章 地域の対応第１節 東京府・市での対応１ 地震発生直後の対応(3) 区役所の対応

第４章 混乱による被害の拡大第１節 流言蜚語と都市３ 増殖と昂進のメカニズム (6) 都市の不安

第２章 国の対応第３節 警察の対応 １ 各警察組織の対応 (1) 震災以前の制度・組織

第１章 消防と医療第２節 医療救護 １ 東京における医療救護について(1) 東京府

第３章 地域の対応第１節 東京府・市での対応３ 飲料水・食糧の供給(1) 飲料水の供給ａ．水道の被害と復旧

第４章 混乱による被害の拡大第１節 流言蜚語と都市３ 増殖と昂進のメカニズム (5) 歴史をたぐり寄せる

第２章 国の対応第１節 内閣の対応３ 山本内閣の成立(1) 警備体制の強化

第１章 消防と医療第１節 避難と消防２ 延焼状況と消防活動 (2）火災の延焼と消防活動ａ．消防活動障害の発生…通信連絡の途絶と水利の破損

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応３ 戒厳令施行と警備体制の確立(3) 隣県部隊の集結と警備配置

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応１ 災害と軍隊(2) 災害時の軍隊の救護活動 ｂ．「災害出動」の限界

第３章 地域の対応第３節 千葉県での対応 １ 被害と混乱 (1) 安房郡

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応３ 戒厳令施行と警備体制の確立(2) 戒厳令の一部適用ａ．下町方面への軍隊の出動

第１章 消防と医療第２節 医療救護 １ 東京における医療救護について(5) 他府県からの医療救援ｃ．群馬県の救援活動

第４章 混乱による被害の拡大第１節 流言蜚語と都市３ 増殖と昂進のメカニズム (4) 解釈の暴走と増殖

第１章 消防と医療第２節 医療救護 １ 東京における医療救護について(4) 日本赤十字社

第１章 消防と医療第２節 医療救護 ２ 診療班設置から震災救護医療の終焉へ

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応１ 災害と軍隊(1) 陸軍・海軍の組織

第１章 消防と医療第２節 医療救護 まとめに換えて

第１章 消防と医療第３節 鉄道と電力の復旧３ 根府川での土砂災害と避難場所としての駅(1) 根府川での土砂災害

第１章 消防と医療第３節 鉄道と電力の復旧１ 鉄道の復旧 (1) 市内交通の復旧 ａ．東京市電の被害と復旧

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応５ 治安の回復と部隊の撤収(4) 軍隊に対する社会の評価と陸軍の自己評価

第３章 地域の対応第１節 東京府・市での対応１ 地震発生直後の対応(2) 東京市役所の対応

第４章 混乱による被害の拡大第１節 流言蜚語と都市１ 「流言」対象化の困難(1) 流言の気づきにくさ

第３章 地域の対応第１節 東京府・市での対応１ 地震発生直後の対応(1) 東京府庁の対応

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応３ 戒厳令施行と警備体制の確立(2) 戒厳令の一部適用ｂ．関東戒厳司令部の設置

第２章 国の対応第３節 警察の対応 ２ 各種活動の経過(4) 衛生

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応３ 戒厳令施行と警備体制の確立(1）情報の収集と伝達
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第３章 地域の対応第１節 東京府・市での対応１ 地震発生直後の対応(1) 東京府庁の対応

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応３ 戒厳令施行と警備体制の確立(2) 戒厳令の一部適用ｂ．関東戒厳司令部の設置

第２章 国の対応第３節 警察の対応 ２ 各種活動の経過(4) 衛生

第２章 国の対応第２節 軍隊の対応３ 戒厳令施行と警備体制の確立(1）情報の収集と伝達

文字数

文字数



12,847種類のキーワードを抽出

関東大震災のキーワード分析（報告書 第二編） 7

火災 177

流言 177

被害 158

警視庁 136

避難民 129

警察 126

東京 121

朝鮮人 119

避難 115

軍隊 112

救護 106

活動 102

震災 102

発生 98

避難者 98

人々 95

派遣 87

必要 85

自警団 84

場合 84

対応 79

開始 77

地域 77

当時 77

配給 76

焼失 75

状況 74

登場回数

0 50 100 150 200
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警察

東京
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避難
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活動

震災

発生

避難者

人々

派遣

必要

自警団

場合

対応

開始

地域

当時

配給

焼失

状況

設置

情報

状況 74

設置 73

情報 71

収容 67

食糧 63

地震 63

救護班 62

陸軍 62

救護活動 61

復旧 61

３日 58

出動 58

到着 58

横浜 56

東京市 56

組織 55

戒厳令 54

関東大震災 53

罹災者 53

救援 52

現在 52

中心 52

一方 50

記録 50

混乱 50

２日 47

拡大 47

警察官 47

場所 47

建物 46

死者 46

４日 45

1925 44

一部 44

連絡 43

工場 42

被災地 42

困難 41

事件 41

実施 41

震災時 41

不安 41

不足 41

供給 40

職員 40

警備 39

災害 38

東京府 38

部隊 38

上位75種類



本文登場回数ランキング（Frequent）：
一つの文章に多く取り上げられたキーワード

ID 抽出キーワード 本文登場回数 登場した文書数

209 工場 38 5

53 自警団 36 26

206 避難民 21 45

49 朝鮮人 18 28

53 警察 18 45

211 余震 17 5

118 流言 16 42

130 朝鮮人 16 28

204 避難民 16 45

67 灰燼 14 1

208 地域 14 40

138 避難 13 45

207 津波 13 4

210 龍蔵 13 2

15 出動 12 25

16 軍隊 12 43

44 警視庁 12 44

144 避難 12 45

195 復旧 12 29

209 被害 12 78

211 流言 12 42

212 朝鮮人 12 28

8

ID 抽出キーワード 本文登場回数 登場した文書数

15 軍隊 11 43

113 流言 11 42

133 略奪 11 4

205 火災 11 66

208 配給 11 26

208 現在 11 29

209 倒壊 11 18

209 死者 11 21

2 天皇 10 9

15 災害時 10 11

41 軍隊 10 43

49 記事 10 6

64 配給 10 26

97 被害 10 78

134 救護 10 46

134 必要 10 52

207 熱海 10 2

211 地震 10 32

212 事件 10 15

関東大震災のキーワード分析（報告書 第二編）



ポピュラーランキング（Popular）：
他の文章にも登場しているポピュラーなキーワード

登場した文書数 キーワード

78 被害

69 東京

66 火災

63 震災

63 発生

56 活動

55 状況

53 派遣

52 必要

50 場合

49 人々

49 当時

48 設置

48 避難者

46 救護

45 警察

45 避難

45 避難民

44 開始

44 警視庁

43 軍隊

43 焼失

42 中心

42 流言

9

登場した文書数 キーワード
40 ３日
40 収容
40 対応
40 地域
40 東京市
39 一方
39 横浜
38 救護活動
36 一部
35 拡大
35 組織
35 陸軍
34 関東大震災
34 情報
33 ２日
33 ４日
33 実施
33 到着
33 不足
32 地震
31 東京府
31 連絡
30 1925
30 各地
30 混乱
30 同時

関東大震災のキーワード分析（報告書 第二編）



特徴的なキーワード = Frequent*Popular

10

ID 抽出キーワード 本文登場回数 他の文章登場回数

209 工場 38 5
53 自警団 36 26
206 避難民 21 45
49 朝鮮人 18 28
53 警察 18 45
211 余震 17 5
130 朝鮮人 16 28
118 流言 16 42
204 避難民 16 45
67 灰燼 14 1
208 地域 14 40
210 龍蔵 13 2
207 津波 13 4
138 避難 13 45
15 出動 12 25
212 朝鮮人 12 28
195 復旧 12 29
211 流言 12 42
16 軍隊 12 43
44 警視庁 12 44
144 避難 12 45
209 被害 12 78
133 略奪 11 4
209 倒壊 11 18
209 死者 11 21

ID 抽出キーワード 本文登場回数 他の文章登場回数

209 工場 38 5
211 余震 17 5
67 灰燼 14 1
210 龍蔵 13 2
207 津波 13 4
133 略奪 11 4
207 熱海 10 2
49 記事 10 6
2 天皇 10 9

100 送信所 9 1
208 龍蔵 9 2
207 伊東 9 3
62 給水 9 6
205 消火活動 9 10
144 被災場所 8 1
81 死体 8 4
85 外国人 8 5
37 在郷軍人 8 9
144 避難経路 7 1
82 三島丸 7 1
43 後藤局長 7 2
68 死体 7 4
206 川崎町 7 4
211 日記 7 5
53 禁止 7 5

制限なし：他の文章にも多く登場するものも表示 Popular <= 10：他の10種類の文章以下

関東大震災のキーワード分析（報告書 第二編）



目次 11

1.分析の考え方

2.関東大震災のキーワード分析（報告書 第二編）

3.阪神・淡路大震災のキーワード分析

4.関東大震災と阪神・淡路大震災の比較

5.他の歴史災害の分析

6.47種の災害対策業務による過去の教訓の分類

7.BOSSの業務フローとの関係分析（BOSS詳細シートへの反映）



災害概略シート 12https://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1923_kanto_daishinsai/pdf/192
3--kantoDAISHINSAI-1_11_sheet.pdf

https://www.fdma.go.jp/disaster/higashinihon/item/higashinihon001_18_03-04.pdf



内閣府の阪神・淡路大震災の教訓データを分析

13

https://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/h
anshin_awaji/data/index.html

章 節 校 カッコ a カッコ英語 ID
抽出

キー
文字数 本文

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤01.内陸断層近傍域の強烈な地震動が大都市圏を襲った。 1 7 57 01)　今までの耐震設計基準の中には直接的には考慮されていなかった内陸断層近傍域の強烈な地震動が大都市圏を襲った。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤01.内陸断層近傍域の強烈な地震動が大都市圏を襲った。 2 12 89 02)　ただし、今回の地震の強震動は、最大加速度や速度をみる限りこれまでの地震に比べて決して大きいものではなく、今回の地震の破壊力をあまりに強調しすぎることは問題との指摘もある。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤01.内陸断層近傍域の強烈な地震動が大都市圏を襲った。 3 11 83 03)　不整形地盤における焦点効果と軟らかい表層地盤による増幅の相乗効果によって、長さ約20km、幅約1kmの「震災の帯」が形成され、気象庁により「震度7」とされた。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤01.内陸断層近傍域の強烈な地震動が大都市圏を襲った。 4 12 77 04)　震源距離が6kn程度までは全壊率は非常に大きく、震源距離が6kmを超えると急に全壊率は減少し、震源距離が10km以上となると全壊率は数％であった。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤01.内陸断層近傍域の強烈な地震動が大都市圏を襲った。 5 9 56 05)　山陽新幹線の高架橋落下や死亡者などの被害分布から、旧河道・埋没旧河道などに被害が集中したとの指摘もある。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤02.埋立地を中心に広範囲に亘って液状化が生じ、構造物基礎およびライフライン埋設管路に甚大な被害が発生した。6 8 53 01)　埋立地盤が広範囲に亘って液状化を生じ、構造物基礎およびライフライン埋設管路に甚大な被害が発生した。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤02.埋立地を中心に広範囲に亘って液状化が生じ、構造物基礎およびライフライン埋設管路に甚大な被害が発生した。7 8 51 02)　礫分を多量に含む土は液状化強度が一般に高いとされていたが、礫分を多量に含むマサ土が液状化した。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤02.埋立地を中心に広範囲に亘って液状化が生じ、構造物基礎およびライフライン埋設管路に甚大な被害が発生した。8 13 93 03)　阪神地区の埋立地においてもシルトや粘土などの細粒分を多量に含む神戸層群によって埋め立てされた地盤には液状化が生じなかった。細粒分が液状化強度に強く影響することが改めて確認された。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤02.埋立地を中心に広範囲に亘って液状化が生じ、構造物基礎およびライフライン埋設管路に甚大な被害が発生した。9 6 44 04)　地盤改良がなされていた地盤においては液状化が生じず、構造物の被害も軽微であった。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤02.埋立地を中心に広範囲に亘って液状化が生じ、構造物基礎およびライフライン埋設管路に甚大な被害が発生した。10 17 100 05)　大阪湾一帯の海底に存在する超軟弱粘性土地盤が護岸等構造物の動的挙動に大きな影響を与えた。海底の軟弱粘性土が護岸建設のためにマサ土に置換されたが、マサ土が液状化を生じ護岸の大移動の一因となった。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤03.六甲山系の斜面を中心として風化した岩盤よりなる自然斜面の崩壊が生じ、民家を押しつぶし多くの人命が失われた。11 8 49 01)　六甲山系の斜面を中心として風化した岩盤よりなる自然斜面の崩壊が生じ、多くの人命が失われた。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【01】地震動と地質・地盤03.六甲山系の斜面を中心として風化した岩盤よりなる自然斜面の崩壊が生じ、民家を押しつぶし多くの人命が失われた。12 12 70 02)　六甲山系の南～東側に開発された住宅地を中心に、宅地造成地の被害箇所は約5300カ所にのぼり、ライフラインの埋設管路に被害が発生した。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 01.震災による死者は6，434人に及び、高齢者、低所得者、外国人などが多く犠牲になったとされている。13 8 55 01)　震災による死者数は、災害発生後の疾病による死者（後述の「震災関連死」）を含め、6，434人にのぼった。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 01.震災による死者は6，434人に及び、高齢者、低所得者、外国人などが多く犠牲になったとされている。14 10 67 02)　年齢別では高齢者の死亡数が多く、死亡率としても80歳以上の死亡率が高くなっているが、一方で20歳代の死亡率の高さも指摘された。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 01.震災による死者は6，434人に及び、高齢者、低所得者、外国人などが多く犠牲になったとされている。15 9 60 03)　犠牲者のほとんどは自宅における死亡であり、戦前の木造住宅が比較的多く残存していた地域での死者が多かったとされる。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 01.震災による死者は6，434人に及び、高齢者、低所得者、外国人などが多く犠牲になったとされている。16 5 30 04)　外国人の死亡率は、日本人の死亡例と比較して高かった。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 01.震災による死者は6，434人に及び、高齢者、低所得者、外国人などが多く犠牲になったとされている。17 9 68 05)　こうした死亡率の違いについては、死因等に関するより詳細な分析を通じて、今後の防災対策へ反映していくことの必要性が指摘されている。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 02.死者のほとんどは圧迫死による即死状態だったが、一部には火災等、他の原因による死者も報告されている。18 6 57 01)　震災による死亡者の9割以上は死亡推定時刻が当日6時までとなっており、ほとんどが即死状態だったとされている。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 02.死者のほとんどは圧迫死による即死状態だったが、一部には火災等、他の原因による死者も報告されている。19 6 36 02)　死因のほとんどは、家屋の倒壊や家具などの転倒による圧迫死だった。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 02.死者のほとんどは圧迫死による即死状態だったが、一部には火災等、他の原因による死者も報告されている。20 10 64 03)　火災、精神的ショック、閉じ込めによる死者や、病院で人工呼吸中の患者が停電による酸素供給停止による死亡例も報告されている。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 02.死者のほとんどは圧迫死による即死状態だったが、一部には火災等、他の原因による死者も報告されている。21 15 101 04)　火災が発生した地域では焼死者が多いとの指摘がある一方で、火災による死者とされている中には、死後に火災に巻き込まれて遺体が焼失したものも含まれているため、実際の焼死者数はより少ないとの指摘がある。

1.第1期・初動対応（初動72時間を中心として）1-01.被害発生 【02】人的被害 02.死者のほとんどは圧迫死による即死状態だったが、一部には火災等、他の原因による死者も報告されている。22 7 49 05)　淡路島洲本市では、都市ガスの埋設管からのガス漏れによる一酸化炭素中毒で一家4人が死亡した。

一覧表にして分析可能なように整理した。

本文

文字数111,960



2文字以上を抽出。
一文に登場回数が多いものを表示。

ID 抽出キーワード 本文登場回数
他の文章登場回

数
4 震源距離 3 1
4 全壊率 3 1

239 開放 3 2
14 死亡率 3 3
92 高架橋 3 3
7 礫分 2 1
8 細粒分 2 1
23 800人 2 1
27 救出時 2 1
82 防火造 2 1
93 駅舎 2 1
95 山岳トンネル 2 1
104 下水処理場 2 1
106 ケーブル 2 1
112 配電柱 2 1
121 荷役施設 2 1
139 基地局 2 1
189 神戸震度6 2 1
196 機動隊 2 1
216 被害情報発信 2 1
245 他市 2 1
250 700人 2 1
350 前年1日平均 2 1
355 長田管内 2 1

14

ID 抽出キーワード 本文登場回数
他の文章登場

回数
355 長田管内 2 1
381 資器材 2 1
398 市民消火活動 2 1
406 東西交通 2 1
427 貼付 2 1
489 遺体安置所 2 1
510 100人 2 1
510 1基 2 1
534 出社率 2 1
7 多量 2 2
10 マサ土 2 2
10 海底 2 2
27 生存率 2 2
87 コンクリート橋脚 2 2
141 公衆電話 2 2
169 派遣要請 2 2
338 支援受入 2 2
374 消防艇 2 2
378 空中消火 2 2
492 一般臨床医 2 2
505 糞便 2 2
24 データ 2 3
68 路上 2 3
265 救助 2 3
336 救急車 2 3
147 参集 2 4



以上

Disaster Management Training Center

15

現状で進んでいるものだけを表示。
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